
第2章 サハ リンの人口構造

社会情報学科 山本 充

経済学科 瀬戸 篤

本 稿 で は 、 ロ シ ア 連 邦 統 計 局 サ ハ リ ン州 統 計 支 局 よ り発 行 され た``性 別 ・

年 齢 別 サ ハ リン 州 の 人 口 、1997年1月1日"に 基 づ き、 サ ハ リ ン州 の 各 地

域 の 人 口 構 造 に つ い て 考 察 す る 。従 っ て 、 と く に 断 らな い 限 りサ ハ リ ン 州 に

関 す る人 ロ デ ー タ は1997年1月1日 現 在 の も の で あ る 。

サ ハ リ ン 州 の 人 口 は 、 ソ ビ エ ト連 邦 崩 壊 後 の1992年 を ピ ー ク に 減 少 し

1997年 に は634,097人 とな っ て い る1。 サ ハ リ ン 州 の 面 積 は87,100平 方 キ
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図は社 団法 人ロ シア東欧貿 易会

(http:〃www.rotObo.or.jp/FAR%20EASTIFarEast.html)の デ ー タ よ り作 成

図1サ ハ リン州 の 人 ロ推 移

ロ メ ー トル で あ り北 海 道(83,451平 方 キ ロ メ ー トル)と ほ ぼ 同 じ規 模 で あ

る が 、北 海 道 の 人 口 が 約570万 人 で あ る こ と か ら人 口密 度 で は サ ハ リ ン州 が

7.3人1平 方 キ ロ メ ー トル で あ る の に 対 し北 海 道 は 約72人1平 方 キ ロ メ ー トル

と約10倍 とな って い る。
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第 一 節 性 比(sexrati。)2

1997年(年 初)の サ ハ リ ン

州 の 全 人 口 は634,097人 、 う

ち 男314,261人(49.6%)、 女

319,836人(50.4%)で あ る 。

人 口 総 数 に つ い て の 性 比 は

98.3で 、 出 生 性 比(sexratio

atbirth)は103.4で あ る 。 出

生 性 比 は105前 後 で 安 定 し て

い る こ と が 知 ら れ て い る 。 性

比 は25・29歳 代 を ピ ー ク に 年

齢 層 が 高 く な る に 従 い 低 く な

り、45歳 以 上 で は 男 性 が 女 性

を 下 回 る よ う に な っ て い る 。

こ れ は 男 性 の 死 亡 率 が 高 い た

め で あ る(表1)。 日 本 で は 全

国 で は95,9、 北 海 道 で は92.1

(1998年10月1日 現 在)で あ

る こ と と 比 べ る と サ ハ リ ン 州

の 方 が や や 性 比 が 高 い 。

表1サ ハリン州の年齢階級別人ロ構造と性比

全人ロ
年齢(歳)

合計 男性 女性 性比

合計 634,097 314,261 319,836 98.3

0 5,656 2,875 2,781 103.4

0-7 56,028 28,560 27,468 104.0

8-13 65,436 33,199 32,237 103.0

14-15 2tO60 10,746 10,314 104.2

16-17 20,171 1α201 9,970 102.3

18-19 20,880 10,714 10,166 105.4

20-24 51,008 26,621 24,387 109.2

25-29 48,083 27,848 20,235 137.6

30-34 47,309 25,672 21,637 118.6

35-39 57,004 29,833 27,171 109.8

40-44 62,267 31,070 31」97 99.6

45-49 55,543 27,233 28,310 96.2

50-54 27,233 13,416 13,817 97.1

55-59 36,359 16,342 20,017 8t6

60-64 22,343 9,256 13ρ87 70.7

65-69 20,340 7,635 12,705 60.1

70-74 13,105 3,573 9,532 37.5

75-79 5,323 1,374 3,949 34.8

80-84 2,953 612 2,341 26.1

85歳以上 1,652 356 t296 27.5

こ れ を都 市 と農 村 で み る と、 都 市 部 で は96.9で あ る の に 対 し農 村 部 で

は106.8と 男 性 の 割 合 が 高 い(表4)。 さ らに ユ ジ ノ ・サ ハ リ ン ス ク地 区

を加 え て 年 齢 階 級 別 に性 比 を 見 る と図2に 示 す よ う に 、 農 村 部 で は15～

64歳 の 生 産 年 齢 人 口階 級 で 性 比 が 高 くな っ て お り、55歳 以 下 で は 性 比 は

100以 上 で あ る 。 一 方 、 サ ハ リ ン州 最 大 の 都 市 を含 む ユ ジ ノ ・サ ハ リ ン ス

ク地 区 で は サ ハ リ ン州 全 体 よ りも 性 比 は 低 く、40歳 以 上 で は100を 下 回

っ て お り、 中 高 年 で は 女 性 の 割 合 が 高 い こ と を 示 して い る 。

ま た 、 図3に 示 す 日本 ・北 海 道 の 性 比 と比 べ る と(年 齢 別 の 死 亡 率 デ ー

タ が 入 手 で き て い な い た め 確 証 は な い が)日 本 で は70歳 以 上 で 性 比 が 急

激 に 低 下 し80を 下 回 り始 め て い る が 、 サ ハ リ ン 州 で は60歳 以 上 で80を

下 回 り70歳 代 で は 性 比 は40以 下 で あ る こ と か ら、60歳 以 上 の 男 性 の 死

亡 率 が 日本 と比 べ て 高 い の で は な い か と思 わ れ る 。

1図1と はデータ源泉が異なるため数値が異なる
。

2女 子人口100に 対する男子人口の比
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図4は サ ハ リ ン州 の 主 要 都 市 の 年 齢 階 級 別 性 比 を 示 した も の で あ る 。こ

れ を み る と ア レ ク サ ン ドロ フ ス ク ・サ ハ リ ン ス ク 市 と オ ハ 市 で は 他 地 域 の

よ う に25歳 ～34歳 の 階 級 に お い て 性 比 の ピー ク が 見 られ ず 、特 に ア レ ク

サ ン ドロ フ ス ク ・サ ハ リ ン ス ク 市 で は0～7歳 と14～15歳 階 級 の み100

代 で あ り こ れ 以 外 の 年 齢 階 級 で は 全 て100以 下 と な っ て お り、全 年 齢 階 級

合 計 の 性 比 で は 他 の 都 市 と 比 べ

て も か な り低 く約80と な っ て 表2サ ハ リン州各都市の性比

い る(表2)。 これ と対 照 的 に コ

ル サ コ フ 市 ・ホ ル ム ス ク 市 お よ 都市 性比

び ネ ベ リ ス ク 市 で は 性 比 が 高

く、 主 要 港 湾 を 持 つ 都 市 で も あ

る こ と か ら 男 性 労 働 力 が 集 積 し

て い る よ う に 思 わ れ る 。

表3は サ ハ リ ン州 主 要 地 区 の

都 市 ・農 村 人 口 と性 比 を 示 す 。

離 島 で あ る ク リル 、 北 ク リル 、

南 ク リル で 性 比 が 高 い 。

ネベリスク市

ホルムスク市

コルサコフ市

ドリンスク市

ウグレゴルスク市

ポロナイスク市
ユジノ・サハリンスク市

オハ市

アレクサンドロフスク・サハリンスク市

115.1

112.8

109.2

95.7

95.3

953

91,5

90.1

79.9

ま た 、都 市 人 口100人 に 対 す る 農 村 人 口 を農 村 人 口指 数 と して 表 現 した

が 、 性 比 との 相 関 は 見 られ な い3。

表3サ ハ リ ン州 主 要 地 区 の 人 口 と性 比

都市部 農村部 農村人ロ
地 区 都市人ロ 性比 農村人口 性比 指数

クリル 2,300 胴14 6ρ00 120.3 260.9

コルサコフ 3500 92.3 6900 104」 197.1

ティモフスク 10,000 103.7 13,306 105.0 133.1

スミルヌゥィフ 7,700 104.9 10,000 104.5 129.9

アレクサ ンドロフスク・サハ リンスク 3,700 78.1 3900 106.2 105.4

アニワ 8ρ00 93.1 7ρ00 96.5 78.7

オハ 6,500 86.6 4900 99.6 75.4

南クリル 3,800 108.8 2,830 105.4 74.5

ホルムスク 12,983 105.7 5,499 104.6 42.4

ドリンスク 15,000 95.7 5β00 96.5 37.3

ウグレゴルスク 18,400 95.8 5,700 100.4 31.0

マカロフ 9900 91.6 2,900 118.9 29.3

ポロナイスク 12,276 99.6 3,100 110.0 25.3

トマリ 13,300 93.1 2,700 105.3 20.3

ノグリキ 12,400 102.4 2β00 123.7 18.5

ネベリスク 10,800 97.4 1ρ00 171.7 9.3

北クリル 3,900 119.3 200 156.4 5.1

人 口の 単 位:人

3今 回使用 した統計資料において
、データは都市部 と農村部を表章 しているが、この地域区分についての

定義が無いため、ここで算出した農村人口指数なるものが実質的な農村人口を表現できない可能性が強
い。
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サハリン州主要都市の性比(1997)
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図4サ ハリン州主要都市の年齢階級別性比

図5～ 図7は サ ハ リ ン州 主 要 地 区 の 都 市 部 に お け る 年 齢 階 級 別 性 比 を 示

した も の で あ る 。 図5と 図7は25～29歳 階 級 に性 比 の ピ ー ク を 持 つ 地 区

で 、ア ニ ワ 、 マ カ ロ フ、 ス ミル ヌ ウ ィ フ、 トマ リ、テ ィ モ フ ス ク 、 ク リル 、

北 ク リル 、南 ク リル の 各 地 区 で あ る 。図6は そ の よ う な 性 比 ピ ー ク が 顕 著

に 見 られ な い 地 区 で 、 ウ グ レ ゴ ル ス ク 、 ド リ ン ス ク 、 ホ ル ム ス ク 、 ノ グ リ

キ 、 ポ ロ ナ イ ス ク 、 ネ ベ リス ク、 オ ハ 、 ア レ ク サ ン ドロ フ ス ク ・サ ハ リ ン

ス ク 、 コ ル サ コ フ の 各 地 区 で あ る 。 ま た 、 図8及 び 図9に は 主 要 地 区 の 農

村 部 に お け る 年 齢 階 級 別 性 比 を 示 した が 大 き な 特 徴 は 見 られ な い 。

このような年齢 階級別性比の違いは、地域の産業構造 ・就業構造 の違いに依存 している

と考 えられるが、現時点では各地区ご との産業や就業構造 に関する統計データが入手で

きていないため、今後の課題 として残 される。

表4に はサハ リン州の都市部 ・農村部のそれぞれ全体の人 口構造 を示す。
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サハリン州都市部の性比(1)
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図6サ ハリン州主要地区(都 市部)の 年齢階級別性比(2)

18



サハリン州都市部の性比(3)
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図8サ ハ リン州 主要 地 区(農 村 部)の 年 齢 階級 別 性 比(1)

19



サハリン州農村部性比(2)
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図9サ ハリン州主要地区(農 村部)の 年齢階級別性比(2)

表4サ ハリン州の都市部 ・農村部の人ロ構造

年 齢(歳) 都 市 人 ロ
合 計 男 性 女 性 性 比

合 計 545,162 268,336 276,826 96.9

0 4,873 2,457 2,416 101.7

0-7 47,556 24,202 23,354 103.6

8-13 55,009 27,772 27,237 102.0

14-15 17,554 8,943 8,611 103.9

16-17 16,977 8,558 8,419 101.7

18-19 17,731 9,031 8,700 103.8

20-24 44,779 23,064 21,715 106.2

25-29 42,330 24,493 17,837 137.3

30-34 40,834 22,007 18,827 116.9

35-39 48,539 25277 23,262 108.7

40-44 53,121 26,287 26,834 98.0

45-49 48,068 23,309 24,759 94.1

50-54 23,816 11,574 12242 94.5

55-59 31,800 14,100 17,700 79.7

60-64 19,473 8,022 11,451 70」

65-69 17,725 6,584 11」41 59.1

70-74 11,419 3,088 8β31 37.1

75-79 4,609 t199 3,410 35.2

80-84 2,509 530 1,979 26.8

、85歳 以 上 1,313 296 1,017 29」
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年 齢(歳) 農 村 人 ロ
1合 計 男 性 女 性 性 比

合 計 88,935 45,925 43,010 106.8

0 783 418 365 114.5

0-7 8,472 4,358 4,114 105.9

8-13 10,427 5,427 5,000 108.5

14-15 3,506 1,803 1,703 105.9

16-17 3,194 1,643 1,551 105.9

18-19 3,149 1,683 1,466 114.8

20-24 6,229 3,557 2,672 133.1

25-29 5,753 3,355 2,398 139.9

30-34 6,475 3,665 2,810 130.4

35-39 8,465 4,556 31909 116.6

40-44 9」46 4,783 4,363 109.6

45-49 7,475 3,924 3,551 110.5

50-54 3,417 1,842 1,575 117.0

55-59 4,559 2,242 2,317 96.8

60-64 2,870 1234 1,636 75.4

65-69 2,615 1,051 1,564 67.2

70-74 1,686 485 1,201 40.4

75-79 714 175 539 32.5

80-84 444 82 362 22.7

85歳 以 上 339 60 279 21.5

単位:人

第二節 年齢3区 分別人口および年齢構造指数

社 会 的 従 属 人 口 の 構 造 に っ い て 、0-14歳=年 少 人 口4、15-64歳 二 生 産

年 齢 人 口5、65歳 以 上=老 年 人 口 と して3区 分 し、年 齢 構 造 指 数6で あ る 年 少

人 口 指 数 、老 年 人 口指 数 、従 属 人 口 指 数 お よ び 老 齢 化 指 数 を 以 下 の 計 算 で 算

出 した 。 こ れ らの 指 数 は 生 産 年 齢 人 口100に 対 す る 比 率 で 示 して い る 。

年少人 口指数=(年 少人口)÷(生 産年齢人 口)

老年人 口指数=(老 年 人口)÷(生 産年齢人 口)

従属人口指数 二(年 少人 口+老 年人 口)÷(生 産年齢 人口)

老齢化指数=(老 年人 口)÷(年 少人口)

表5に は サ ハ リ ン州 の 年 齢3区 分 別 人 口 お よ び 年 齢 構 造 指 数 を 男 女 別 ・

州 全 体 ・都 市 ・農 村 別 に 示 す 。

サ ハ リ ン州 で は 前 節 で 見 て き た よ う に、年 齢 層 が 高 くな る に連 れ て 死 亡 率

が 高 くな る傾 向 が 見 られ 特 に 男 性 で 顕 著 で あ っ た こ と か ら老 年 人 口 指 数 が

低 く、表6に 示 す 日本 全 国 と北 海 道 の 老 年 人 口指 数 と を 比 較 す る と男 女 計 で

は 半 分 以 下 、男 性 で は 約114程 度 で あ る 。こ れ は 老 齢 化 指 数 を見 て も 同 様 の

4サ ハ リンについては各年齢 ごとの人口が無いことから年少人口はO -15歳 とした。
5同 上の理 由か ら生産年齢人口は16 -64歳 としている。
6こ れに対 し、人口を年齢各歳または年齢階級(普 通5歳 階級)に 区分 し、それぞれを総人口に対する割

合として表示 したものを年齢構造係数という。
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こ と が い え る。日 本 で は 老 齢 化 指 数 は100を 超 え て お り特 に北 海 道 で は 高 齢

化 が 進 ん で い る 。これ に 対 しサ ハ リ ン 州 で は 男 女 計 の 全 体 で は 日本 の113以

下 で 、 女 性 で も 半 分 以 下 で あ り、 寿 命 ・死 亡 率 との 関 係 か らわ が 国 ほ ど高 齢

化 の 進 展 が 見 ら れ な い(正 確 に は 時 系 列 比 較 を 必 要 とす る)。 こ の た め 従 属

人 口指 数 が わ が 国 と比 較 して10%程 度 低 い も の とな っ て い る 。

ま た 、都 市 と農 村 で は 都 市 部 の 方 が 老 齢 化 指 数 は 大 き く、農 村 部 で は 年 少

人 口指 数 が 大 き い 。従 属 人 口 指 数 は 農 村 部 で 大 きい 。つ ま り、都 市 部 で は 生

産 年 齢 人 口 に対 して 子 供 が 少 な く老 人 が 多 く、農 村 部 で は 生 産 年 齢 人 口 に 対

して 老 人 が 少 な く子 供 が 多 い 人 口構 造 に な っ て い る 。

表5サ ハリン州の年齢3区 分別人ロおよび年齢構造指数

州全体 都市部 農村部
合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

年少人ロ 132,238 67,317 64,921 111,538 56,580 54,958 20,700 10,737 9ρ63

生産年齢人ロ 458,486 233,394 225,092 400,922 202,516 198,406 63,220 33,753 29467

老年人ロ 43β73 13,550 29,823 37,575 11,697 25,878 5,798 1,853 3,945

年少人ロ指数 28.8% 28.8% 28.8% 27.8% 27.9% 27.7% 32.7% 31.8% 33.8%

老年人ロ指数 9.5% 5.8% 13.2% 94% 5.8% 130% 9.2% 5.5% 134%

従属人口指数 38.3% 34.6% 42.1% 37.2% 33.7% 40.7% 41.9% 373% 47.2%

老齢化指数 32.8% 20.1% 45.9% 337% 207% 471% 28ρ% 173% 39.6%

人 ロ:人

表6日 本 ・北海道の年齢3区 分別人ロおよび年齢構造指数(1998.10.1)

男 女 計 男 性 女性
全 国 北海道 全 国 北海道 全 国 北海道'総 数
126486 5700 61919 2733 64568 2967

年 少 人 ロ 19059 831 9764 425 9295 406

生 産 年 齢 人 ロ 86920 3911 43638 1899 43282 2012

老 年 人 ロ 20508 958 8516 408 11991 550'年
少 人 ロ 指 数 21.9% 21.2% 22.4% 22.4% 21.5% 20.2%

老 年 人 ロ指 数 23.6% 24.5% 19.5% 21.5% 27.7% 27.3%

従 属 人 ロ指 数 45.5% 45.7% 41.9% 43.9% 49.2% 47.5%

老齢化指数 107.6% 115.3% 87.2% 960% 129.0% 135.5%

人 ロ=1000人

表7に は サ ハ リ ン 州 主 要 都 市 の 年 齢3区 分 別 人 口 お よ び 年 齢 構 造 指 数 を

男 女 別 に 示 す と と も に 、 図10に は 各 都 市 別 の 年 齢 構 造 指 数 を グ ラ フ化 して

示 した 。

これ に よ る と、年 少 人 口指 数 は 各 都 市 で 大 きな 差 は な い が 、老 齢 化 指 数 で

は サ ハ リ ン 州 の 州 都 で あ る ユ ジ ノ ・サ ハ リ ン ス ク 市 が 最 も 低 く34.9%で あ

る の に 対 し、 人 口規 模 で は そ の1110程 度 で あ る ア レ ク サ ン ドロ フ ス ク ・サ

ハ リ ン ス ク 市 が 最 も 高 く85.9%で 高 齢 化 が 激 し くな っ て い る 。 そ の 他 の 都

市 で は60%前 後 で あ る 。 ユ ジ ノ ・サ ハ リ ンス ク 市 以 外 の 都 市 で は 女 性 の 老

齢 化 指 数 が 非 常 に 高 くな っ て い る の が 特 徴 的 で あ る 。
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表7サ ハリン州主要都市の年齢3区 分別人ロおよび年齢構造指数

人口:人

ユジノ・サハリンス姉 アレクサンドロフスク・サハリンス姉 コルサコフ市

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性唱
年 少 人 ロ 3ξ727 1a114 1ス613 a206 1,562 1,644 a425 4261 4」64

生産年齢人ロ 129,413 62β72 66,541 1t239 5360 風879 2α903 15,658 11,245

老 年 人 ロ 12,463 3,861 8,602 2,755 715 2040 5572 1431 4141 ,

年少人ロ指数 276% 28.8% 26.5% 28.5% 29.1% 28.0% 3t3% 27.2% 37.0%

老年人ロ指数 96% 61% 129% 24.5% 13.3% 34.7% 2α7% 91% 36.8%

従属人ロ指数 37.2% 350% 39.4% 53.〔跳 425% 627% 520% 36.4% 73.9%

老齢化指数 34.9% 2t3% 48.8% 859% 45.8% 1241% 6a1% 33.6% 994%

ポロナイスク市 オハ市 ネベリス姉
合計 男性 雄 合計 男性 女性 合計 男性 女性

年 少 人 ロ 5138 2635 2503 ス208 3,637 a571 49212513 2408

生産年齢人ロ 14158 ス474 a684 1a453 9,954 9499 14723a784 5939

老 年 人 ロ a104 822 2282 4239 1,056 3」83 2956794 2162

年少人ロ指数 3a3% 353% 374% 37.1% 36.5% 376% 33.4%28.6% 40.5%

老年人ロ指数 21.9% 1t{跳 34.1% 2t8% 10.6% 33.5% 201%90% 36.4%

従属人ロ指数 582% 46.3% 71.6% 5a8% 47.1% 7t1% 53.5%376% 7ag%

老齢化指数 6α4% 31.2% 9t2% 58.8% 29.0% 89」% 60.1%31.6% 89.8%

ドリンス姉 ウグレゴルス姉 ホルムスク市
合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

年 少 人 ロ a359 t672 1,687 a848 t966 1β82 a331 4322 4009

生産年齢人ロ 9,341 5013 4328 1q752 5688 恩064 29,690 17,290 12,400

老 年 人 ロ 2100 552 1,548 2500 691 1β09 5379 t390 ag89

年少人ロ指数 36.(既 334% 39.0% 358% 34.6% 37.2% 28.1% 25.〔既 323%

老年人ロ指数 225% 11.0% 35.8% 23.3% 12.1% 357% 18.1% ao% 322%

従属人ロ指数 58.4% 44.4% 747% 59.0% 46.7% 729% 46.2% 33.(既 645%

.老齢化指数 625% 33.ω6 9t8% 650% 351% ga1% 64.6% 322% 99.5%

サハリン州主要都市の年齢構造指数
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図10サ ハリン州主要都市の年齢構造指数
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表8に はサハ リン州主要地区の年 齢3区 分 別 人 口 お よ び 年 齢 構 造 指 数 を 男 女 別

に 示 した 。 こ れ を み て もア レ クサ ン ドロ フ ス ク ・サ ハ リ ン ス ク 市 は 高 齢 化 が

著 し くな っ て い る 。一 方 、 ク リル お よび 南 ク リル 地 区 で は 老 齢 化 指 数 は 他 の

地 区 に比 べ て 低 く、老 年 人 口 割 合 が 低 い 地 区 で あ る こ とが 分 か る 。女 性 の 老

齢 化 指 数 が 男 性 に 比 して 高 い の は 都 市 と 同様 で あ る 。

表8サ ハリン州主要地区の年齢3区 分別人口および年齢構造指数

人口:人
アレクサンドロフスク・サハリンスク アニワ ドリンスク ]ル サコフ

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性
年 少 人 ロ 1β38804834 4、0772ρ562ρ21 5、0782メ5392539 2.54712981249
生産年齢人 屯47124082ρ63 10110252134,889 琶25936,7355β58 6,5903,5723,018

老 年 人 ロ 14914191ρ72 1.7214581263 2,9298112,118 1.263329934

年少人口指数 36.6%33.4%404% 404%394%413% 403%37.7%433% 38β%363%414%

老年人ロ指数 33.3%17.4%52.0% 17.0%8.8%25.8% 233%12」0%36r2% 192%9.2%3α9%

従属人ロ指数 70.0%50.8%924% 574%482%672% 63£%49.7%79」5% 57.8%455%723%

老齢化指数 91.0%52.1%128.5% 422%223%62.5% 57,79631.9%834% 49お%253%748%

クリル マカロフ ネベリスク ノグリキ

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性
年 少 人 ロ 1.943979964 3ρ6115711490 2.76214131β49 3,816覗.9681β48

生産年齢人 5β593,3582501 7β5742183,639 7β694ρ723297 9,3435.1374206
老 年 人 ロ 498151347 1β825181,364 1β694751,194 1,5414411」00

年少人ロ指数 33.2%29.2%38.5% 39D%372%40.9% 375%347%40.9% 40β%383%43.9%

老年人ロ指数 8.5%4.5%13.9% 24.0%123%37.5% 22£%1L7%362% 165%8」6%26296

従属人口指数 4t7%33.7%524% 629%49596784% 60.1%464%77.1% 573%46β%70.1%

老齢化指数 256%i54%360% 615%330%915% 604%336%8a5% 4α4%22,4%5ε5%

オハ ポロナイスク 北クリル スミル ヌゥィフ

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性
年 少 人 ロ 2,77IL362t409 4.OO72ρ73董934 917479438 4,2982,1442,154

生産年齢人 7,1223,7173,405 94555」184▼337 2,7791,6291,150 10β87621247775

老 年 人 ロ 1、5073821,125 1.9145591β55 404136268 24156961,719

年少人口指数 38.9%36.6%41.4% 424964α5%446% 33」D%294%38,1% 39.1%345%45」%

老年人ロ指数 21.2%10.3%33.O% 20L2%10.9%31r2% 14.59683%233% 22」D%112%36D%

従属人口指数 60.1%46.9%74.4% 62.6%514%75β% 475%37」B%61496 6t1%45.7%8t1%

老齢化指数 544%280%798% 47896270%701% 44196284%61.2% 562%3259679β%

トマリ ティモフスク ウグレゴルスク ホルムスク
合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

年 少 人 口 3,633L7941β39 5,61223972,715 5,6632,9112,752 4,4902鴻022ρ88

生産年齢人 9,9205,3254,595 1生5288」136ゼ415 14β027.9346β68 11β996β585,041
老 年 人 ロ 2447677L770 3.1668942272 3β351ρ142β21 2593722L871

年少人ロ指数 36.6%33.7%40.0% 38.6%35.7%423% 383%36.7%40」% 394%37β%414%

老年人ロ指数 24.7%12.7%38.5% 21£%11.0%354% 246%12B%382% 22.7%114%37.1%

従属人ロ指数 61.3%46.4%78.5% 6α4%46.フ%ア ア.ア% 623%4959678r2% 62.1%49.196785%

老齢化指数 674%37曾7%962% 564%309%837% 642%348%952% 5フ8%30」9689β%

南クリル
合計 男性 女性

年 少 人 ロ 1,634 832 802

生産年齢人 4,424 2,463 11961

老 年 人 ロ 572 137 435

年少人ロ指数 36.9% 33.8% 40.9%

老年人ロ指数 12.9% 5.6% 22.2%

従属人ロ指数 499% 39.3% 63.1%

老齢化指数 35.0% 16.5% 54.2%

以上はわが国で も国勢調査な どに適用されている年齢3区 分によ り見てきたが、特殊な

年齢 区分 と して次のような例がある(ア メ リカの例)。

学齢前

就学期

青年期

壮年期

中年期

0～4歳(pre-school)

5～19歳(school)

20～34歳(youngadult)

35～64歳(oldadult)

65～74歳(youngeraged)
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高 年期75～84歳(olderaged)

老 年期85歳 以 上(geriatric)

これ に基づいてサハ リン州、北海道および 日本全国を比べてみ ると、わが国では中年期

(65歳)以 上の人口が1割 強 を占めているが、サハ リン州ではその半分程度であ り、相対

的に老齢者 が少ない。一方、学齢 前お よび就学期 の子供 たちはサハ リン州の方が相対的に

多 く、 日本の高齢化 と少子化 がサハ リン州 との対比で読 み取れる。

表8特 殊な年齢区分による年齢構造係数

サ ハリン州 北海道 日本 サハリン州 北海道 日本

学齢前 5.9% 4.4% 4.9% 37,568 248 5971

就学期 23.0% 16.4% 17.0% 146,007 936 20896

青年期 23.1% 20.5% 22.4% 146,400 1166 27469

壮年期 41.1% 42.0% 42.1% 260,749 2391 51643

中年期 5.3% 103% 10.1% 33,445 585 12371

高年期 1.3% 6.5% 2.0% 8,276 373 2470

老年期 0.3% 0.0% 1.6% 1,652 1974

人 千人 千人

特殆な年歯返分歌る年齢構造係数
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図11特 殊な年齢区分による年齢構造
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第 三 節 人 ロ ピラミッド(p。pulati。npyramid)

人 ロピラ ミッ ドは、データが絶対数で与 え られ絶対数 のまま描かれる とき絶対 ピラミッ

ド、データが総人 口(男 女年齢合 計)に 対 する男女年齢別人 口割合で与 え られ、 それによ

り描かれ るとき相対 ピラ ミッ ドとも言う。絶対 ピラ ミッ ドは人口のサイズをそのまま示 す

利点かあるのに対 し、相対 ピラ ミッ ドはサイズ よ りも形 を示す利点がある。

人 ロピラ ミッ ドの形 としては次の5つ の形 が代表的なもの として知 られている。

① 富士山型:高 出生率 と高死 亡率の組み合わせ、 または高出生率 と緩慢 に低下 しつ

つある死亡率の組み合わせ によ り現れ る型。

② ツ リガネ型:出 生率 ・死亡率 とも低 く、その水準がほぼ等 しい場合、 したがって

人 口増加 が極めて 小さい人 口が示す型。

③ ツボ型:死 亡率が低 く、 しかもそれ以上に出生率が低 くな ったために人口増加率

がマイナスである人口が示す型。

④ 星型(都 市型):若 年人 口が大量に流入 して人ロピラ ミヅ ドの中央部が大 き く膨

らむ型、都市人 口に多 く見 られる。

⑤ ヒョー タン型:若 年人 口が大量に流出 して人 ロピラ ミヅ ドの中央部が極端に くぼ

む型で、農村人 口に多 く見 られる。

ここでは、サハ リン州の年齢階級別人 ロデータを使用 して相対 ピラ ミッ ドを作成 した。

図12～ 図14は サハ リン州全体、都市部、農村部の人 ロピラ ミッ ドを、図15は 日本、 図

16は 北海道の人 ロピラ ミッ ドを示す(い ずれ も相対 ピラ ミヅ ド)。

サハ リン州においては州全体 ・都市 ・農村のいずれにおいても星型の形状 を示 してお り

20歳 代か ら40歳 代の人口が大 きくなっている。人口移動のデータが入手 していないため、

このピラ ミッ ドが州外か らの流入 ・流出に起因するものであるか、あるいは年代の出生率

の変動などによるものであるかは判 断で きないが、若年人 口が相対的に多い人口構造であ

る。一方、わが国の人ロピラ ミッ ドは、全国お よび北海道 ともヅボ型の形状 であ り、死亡

率が低 く、 しかもそれ以上に出生率 が低 くなったために人 口増加率がマイナスである人 口

が示す型であるこ とか ら、 ここで も高齢化 と少子化が現れている。 また、図17は 小樽市

の人 ロピラ ミヅ ドであるが、これは若年層 の流出によ り中央部が くぼむ ヒョウタン型 とな

っている。図18に はサハ リン州各主要都 市の人ロピラ ミヅ ドを示 したが、いずれ も州全

体 と同様 に星型の形状 を示 してい る。
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罰女陛 園男性

図16北 海 道 の 人 ロ ピラミッド
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図17小 樽市の人 ロピラ ミッ ド
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ホルムスク市

国女性 園男性

ホルムス ク市

図18サ ハリン州主要都市の人ロピラミッド

第 四節 都 市 の 人 ロ規 模 ・順位 法 則(rank-sizerule)の 適 用

都市の人口規模 ・順位法則 とは、特定の国や地 方において、そこの都 市をその人 口の大

きい順 に並べ、その順位 と人 口規模 との間の関係 を見る と次のよ うな式で表 され る とい う

ものである。

R"P=K

ここで、P:第R位 の都市の人 口規模、R:人 口規模の順位、Kn:定 数。

つま り上式 にお いてn=1と すれば都市の人口 とその都市の人 口順位 との積 が常 に一定

であるとい う関係 である。上式を対数変i換すれば、

〃log・R+logP=logK

logP=YlogR=XlogK=bと す る と

y=b-nX

となるので、通常 の最小 自乗法による回帰分析で定数値 を求めることがで きる。

これを表8に 示すサハ リン州の主要都市に適用 した結果、表9に 示 すように算定 され統

計的にも有意である。 したが って、サハ リン州の主要都市への人 口規模 ・順位法則の関係

式は、

log1)=-1.0310gR+5.12

と表 され る。
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表8サ ハリン州主要都市の人ロと順位

都市 人 ロ 順位
ユジノ・サハリンスク市

ホルムスク市

コルサコフ市

オハ市

ネベリスク市

ポ ロナイスク市

アレクサンドロフスク・サハ リンスク市

ウグレゴルスク市

ドリンスク市

177,603

43,400

40,900

30,900

22,600

22,400

17,200

17,100

14,800

1

2

3

4

5

6

7

8

9

表9サ ハリン州主要都市への適用

回帰統計

重 相関RO.969489

重 決 定R20.939909

補 正R20.931324

標 準 誤差O.087098

観 測 数9

分散分析表
自由度

帰
差
計

回
残
合

10.8305890.83059

70.0531020.00759

80.883691

変 動 分散 観測 された分散 比 有意F

109.48933011.586E-05

切片
X値1

係 数 標 準 誤 差tP一 値 下 限95%上 限95%

5.1185290.06746575.869761.81824E-114.9595.27806

-1 .031520.09858-10.46371.58558E-05-1.26462-0.7984

下 限95.0%上 限95.0%

4.9590000985.2780571

-・1.264622992-0.798412

表10サ ハリン州主要地区の人ロ

地 区 都市人ロ 農村人口 総人ロ
ウグレゴルスク 凪400 13,306 24,100

ドリンスク15ρ00 10,000 23,306

トマリ13,300 7,000 20,600

ホルムスク12,983 6,900 18,482

ノグリキ12,400 6,000 17,700

ポ ロナイスク12,276 5,700 16,000

ネベリスク10,800 5,600 15,900

ティモフスク10,000 5,499 15,376

マカロフ9,900 4,900 14,700

アニワ8,900 3,900 12,800

スミルヌゥィフ7,700 3」00 11,800

オハ6,500 2,900 11,400

北クリル3,900 2,830 10,400

南クリル3,800 2,700 8,300

アレクサ ンドロフスク・サ ハリンスク3,700 2,300 7,600

コルサコフ3,500 1,000 6,630

クリル2,300 200 4」00
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同様 にサ ハ リン州 の各 地 区へ 適 用 を試 み た結 果、 表11に 示 す よう に農 村 部 で はや や適

合 度 が低 い が統 計 的 に は有 意で あ り、 サ ハ リン州 の主 要地 区の 人 口規模 ・順位 法 則 の関係

式 は、

地 区 全体:logP=-0・5110gR+454

都 市 部:logP=-0・6610gR+4・46

農 村 部:logP=-O・9210gR+4・35

と表 される。

以上のように人 口規模 ・順位法則は、サハ リン州へ適用可能 と考え られ、

して概数ではあるが地域の人口規模推定が可能であろう。

これ らを使用

表11サ ハリン州主要地 区への適用

都市部
回帰 統計

重 相 関RO.847669

重 決 定R20.718542

補 正R20.699778

標 準 誤 差0.14683

観 測 数17

分散分析表
自由度 変動

帰
差
計

回
残
合

10.825575

150.323384

161.148959

分 散 観 測 され た分散 比 有 意F

O.82557538.293907521.74E-05

0.021559

切片
X値1

4.4557350.0976445.634091.64E-174.247624.6638514.2476195724.663851

、 影 誤t

-O .657280.106216-6.18821

P一 旦 下 限95%上 限95%下 限95.0%上 限95.0%

1.74E-05-O.88368-0.43089-0.883677804-0.43089

農村部
回 帰統 計

重 相 関RO.75835

重 決 定R20.575095

補 正R20.546768

標 準 誤 差0.282759

観 測 数17

分散分析表

自由度 変動
帰
差
計

回
残
合

11.623205

151.199292

162.822498

分 散 観 測された分 散 比 有意F

1.62320520.302040070.OOO418

0.079953

切片
X値1

勲 誤tP一 旦 下 限95%上 限95%下 限95.0%上 限95.0%

4.3542520.18803323.156883.74E-133.9534694.7550343.95346944.755034

-0 .921640.204546-4.505780.OOO418-1.35762-0.48566-1.357621784-0.48566

総人ロ

回帰統計 分散分析表
重相関R

重決定R2
補正R2
標準誤差

観測数

0.850293

0.722998

0.704531

0.112396

17

自由度 変動
帰
差
計

回
残
合

10.49459

150.189493

160.684083

分 散 観 測された分 散比 有 意F

O.4945939.151159021.54E-05

0.Ol2633

係 勲 誤t

-O .508740.081307-6.25709

P一 旦 下 限95%上 限95%下 限95.0%上 限95.0%

切片
X値1

4.5428070.07474260.77952.28E-194.3834974.702117

.54E-05-O.68204-0.33544

4.3834970914.702117
-0 .68204336-0.33544
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第五節 今後の分析

以上のように本稿では、サハ リン州の年齢階級別人ロデータのみを使用 してサハ リン州

の人口構造 をみて きたが、 この ような人口構造をもた らす要因について分析 するため、都

市別 ・地区別の産業別就業者数デー タや出生率 ・死亡率データ、人 口移動データな どを入

手 し分析 する とともに、 このようなクロスセ クシ ョンデー タのみな らず時系列データを入

手 し地域構造の分析を行 う必要がある。
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